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南京錠を例としたFigmaを用いた exUI設計手法の検討

高橋 和也 ∗　　渡邊 恵太 ∗

概要. ハードウェアから物理的なユーザインタフェースを切り離して外在化させる exUIが提案されてい
る．これは，ハードウェアの操作をスマートフォンで行い，ユーザインタフェースを切り替えることによっ
て製品の価値や体験を多様に定義するものである．本稿では，この設計手法を南京錠に適用し，アプリケー
ションを切り替えて複数の使用方法を定義可能な南京錠，metaLockを提案する．metaLockは解錠のトリ
ガを自在に定義できるため，通常の鍵としての使い方にとらわれない自由な設計が可能である．また，従
来は exUIアプリケーション制作にWebプログラミング技術が必要だったが，プロトタイピングツールの
Figmaを活用して画面設計を行えば即座に metaLockを操作できるシステムを構築した．提案手法により
南京錠の使い方を誰もが自在に定義するとともに，施錠したものの価値もソフトウェア上で定義すること
を目的としている．

1 はじめに

金子らは，物理的なユーザインタフェースをプロ
ダクトから無くし，すべての操作をスマートフォン
で提供する手法，exUI を提案した [5]．この手法は，
ユーザインタフェースをWeb上に外在化させ，ハー
ドウェアの価値や体験を外部から定義するものであ
る．物理的なインタフェースをハードウェアから排
除することでプロダクトの機能や体験により高い柔
軟性を与え，汎用性をもったハードウェアがコンテ
キストに合わせ専用的に振る舞うようになる．中里
らは，この考え方を箱に取り入れたmetaBoxを提案
した [3]．この手法では，扉の付いた白い箱を exUI
で設計し，外在化させたユーザインタフェースで鍵
の開閉を制御している．中里らは，このmetaBoxに
おけるアプリケーション例として，解錠権限をユー
ザごとに付与した管理 boxや，モノの売買が行える
システムなどを提案していた．
本稿では，metaBoxで用いられていた鍵の開閉

制御に着目し，錠を exUI設計したmetaLock（図
1）を提案する．metaLock は，インタフェースを
Web上に外在化させ，スマートフォン上で解錠操作
を行う南京錠型デバイスである．インタフェースと
解錠トリガを変更することで，metaLockの使用方
法をユーザが定義できる．本手法により，従来の南
京錠のように一対の鍵を用いて施錠・解錠するとい
う使い方に留まらない，より多くの価値を錠，およ
び錠で施錠したものに対して付与する．
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図 1. metaLockと服薬管理アプリ

2 metaLock

metaLockは、内部に格納されたコンピュータに
よって錠の開閉を制御できる南京錠型のデバイスで
ある．コンピュータはインターネットに接続され，
ユーザはWebブラウザ上でmetaLockの施錠・解
錠制御を行う．Webブラウザ上に鍵のインタフェー
スを移したことにより，従来の物理的な鍵で解錠す
る南京錠とは異なり，解錠のトリガをユーザ自身が
変更できる．本手法により，汎用的な形状である南京
錠の価値をソフトウェア上で自在に定義でき，ユー
ザや目的，状況に合致した専用的な使用ができる．
中里らの提案したmetaBoxでは箱に対してソフ

トウェア上で価値の定義付けを行うことを目的とし
ていたが，本手法では施錠するものの種類を問わ
ず，道具箱などの小さなサイズのものから家屋やビ
ルといった大きなものまでに対してソフトウェア上
で価値の定義付けを行うことが目的である．また，
metaBoxでは専用のAPIを用いてアプリケーショ
ンを制作していた．そのため，アプリケーション制
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作にはWebプログラミング環境の構築やプログラ
ミング技術を必要としていた．本手法ではプロトタ
イピングツールである Figma1を用いて設計された
画面のプレビューウインドウでmetaLockを直接制
御するシステムを構築した．画面をデザインするだ
けで動作するため，手軽に exUIアプリケーション
の制作，および高速な価値検証を行える．

2.1 関連事例
インターネットやBluetoothでデバイスに接続し，

スマートフォンで解錠する南京錠はすでに一般に流
通している．しかし，従来の南京錠がそれに対応す
る鍵で解錠するのと同様に，スマート南京錠と呼ば
れるものにおいても事前に登録したスマートフォン
で施錠・解錠操作のみを行うものが多い [1][4]．ま
た，解錠権限の一時的な付与や権限に時間制限を設
けた機能を搭載したスマートロックも一般に販売さ
れているが，ユーザ自身が新たに鍵の定義を設計す
ることはできず，あくまで予め用意された機能の中
から選ぶだけである．

2.2 実装
metaLock内部には，シングルボードコンピュータ

の obniz Board2とソレノイドを配している．obniz
Boardの IOピンにソレノイドを接続し，電流のON
／OFFにより鍵の開閉を制御する．管理者はFigma
でアプリケーション画面をデザインし，obnizデバイ
スごとに付与された固有の IDを予め指定したサー
バへのURLを，トリガとしたい画面上のボタンに
外部リンクとして設定する．ユーザは Figmaのプ
レビュー画面をブラウザ上で開き，ボタン操作をす
ることで解錠・施錠を制御する．

図 2. 3つのアプリケーション

3 アプリケーション例
metaLockの使用方法を定義付けるアプリケーシ

ョン例を以下に挙げる．金銭のやりとりについては，
1 https://www.figma.com/
2 https://obniz.com/ja/products/obnizboard

Figma上で画面遷移のみを表現したプロトタイプで
あるが，外部サービスを連携することなどで実装可
能である．

3.1 シェアサイクルサービス
南京錠型のデバイスであれば箱に入らないもの

でも施錠可能であることを利用し，権限を付与した
ユーザのみ自転車を利用する，シェアサイクルサー
ビスとして用いることができる（図 2左）．ソフト
ウェア上で機能を変更することにより，普段は個人
の自転車として利用しつつ，長期間使わない期間に
シェアサイクルとして利用できる．

3.2 民泊サービス
指定した金額を支払うと解錠するようなトリガを

設定し，家屋の鍵として取り付けると，その家屋は
お金を支払ったユーザのみが解錠できるホテルとな
る（図 2中央）．ユーザに解錠権限を付与する機能
を使用すれば，性別によって入れる区域や関係者の
みが立ち入れる区域の設定など，建物や土地の入場
制限にも用いることができる．

3.3 服薬管理システム
薬を飲み忘れてしまったり，摂取したかどうかを

忘れて過剰摂取してしまったりすることを防ぐため，
予め設定した時刻にだけmetaLockが自動で解錠さ
れ，一度閉めると次回摂取時刻になるまで施錠され
るアプリケーションである（図 2右）．複数の薬箱
と複数のmetaLockを用いると，頓服時刻の異なる
複数種類の薬を服用している場合に，解錠している
箱の薬だけを服薬すれば良いため，種類を迷わず摂
取できる．

4 議論
metaLockは，カギをかける場面において共通な

形状であり，ひと目で錠であることが分かりやすい
ことを目指し，南京錠の形状を模している．インター
ネットに接続しソフトウェア上で解錠することが前
提であり，ハードウェアの製造における制約が少な
い．そのため，施錠の方式を変更したり，形状を大
きく変更したりすることが可能である．既存の錠の
形状にこだわらず，製造しやすく，扱いやすい形を
目指すことが必要である．
本稿では，exUIプロダクトのインタフェースを手

軽に実装できるようにするため，Figmaで制作した
プロトタイプをそのまま実際に運用する手法を提案
した．しかし，鍵というプロダクトである以上，求
められるセキュリティのレベルが高く，万全でない
部分も多い．スマートロックにおけるセキュリティ
の研究は既に行われている [2]ため，そうした技術
を用いてある程度の拡張性を維持しつつ脆弱性を減
らしていくことが可能である．
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